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編
集
後
記

　10
月
に
入
り
朝
晩
が
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
秋
と
い
え
ば
、

「
読
書
の
秋
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」
、
「
食
欲
の
秋
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な

秋
を
想
像
さ
れ
ま
す
か
？
僕
は
や

っ
ぱ
り
「
食
欲
の
秋
」
で
す
ね
。

サ
ン
マ
や
鍋
な
ど
冬
に
向
け
て
大

好
き
な
ポ
ン
酢
の
機
会
が
多
く
て

う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
。
ま
す
ま

す
体
重
に
拍
車
が
か
か
り
そ
う
で

す
・
・
・
。

　
　

（
安
）
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  ヘルスメイトの「やさいの日」キャンペーン

  （Ａコープ馬路店）

8月

9月

5～6日 スカッシュバレーボール大会（馬路地区）

12日 平成29年度馬路村敬老会（魚梁瀬地区）
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　魚梁瀬地区和田山において、
今回で搬出が最後となる天然の
魚梁瀬杉の伐採が行われました。
（関連記事は2ページに掲載）

天然魚梁瀬杉最後の伐採
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９
月
１
日
、
第
60
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
が
ホ
テ
ル
タ

マ
イ
で
開
催
さ
れ
、
本
村
か
ら
佐
古
桂
さ
ん
、
美
代
さ
ん

ご
夫
婦
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
が
結
婚
し
た
の
は
１
９
６
７
年
（
昭
和
42
年
）
。

高
度
経
済
成
長
期
中
で
、
大
阪
に
初
め
て
改
札
機
が
導
入

さ
れ
た
り
、
「
建
国
記
念
の
日
」
が
運
用
さ
れ
た
年
で
し

た
。
今
回
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
お
二
人
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　
「
昭
和
42
年
に
馬
路
に
来
て
結
婚
し
ま
し
た
。
空
気
が

良
く
、
周
り
の
人
の
心
も
温
か
く
、
と
っ
て
も
良
い
村
で
、

妻
と
一
緒
に
馬
路
に
住
み
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
は
、
何
か
と
お
世
話
に
な
る
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」

▲佐古桂さん・美代さんご夫婦（日浦）

　
本
年
度
の
敬
老
会
を
、
9
月
12
日
に
魚
梁
瀬

会
場
で
、
13
日
馬
路
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
魚
梁
瀬
で
は
対
象
者
40
人
の
う
ち
17
人
、
馬

路
で
は
対
象
者
177
人
の
う
ち
63
人
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
（
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
で
75
歳

以
上
の
方
が
対
象
）

　
式
典
で
は
、
対
象
の
方
に
村
長
か
ら
長
寿
祝

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
演
芸
の
部
で
は
、
保
育
園
児
の
か
わ
い
い
ダ

ン
ス
と
、
力
い
っ
ぱ
い
叩
く
竹
太
鼓
に
胸
を
打

た
れ
、
小
中
学
生
に
よ
る
合
唱
、
合
奏
で
は
一

緒
に
歌
い
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
魚
梁
瀬
で
は
花
の
家
こ
な
つ
さ
ん
に

よ
る
落
語
、
馬
路
で
は
及
川
勝
栄
さ
ん
に
よ
る

笑
い
ヨ
ガ
を
行
い
、
両
会
場
と
も
「
笑
っ
て

健
康
に
」
を
も
と
に
お
話
を
し
、
終
始
笑
顔

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
祝
宴
に
入
る
と
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、

健
康
を
祝
い
な
が
ら
、
だ
ん
ら
ん
す
る
姿
が
、

各
席
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

▲馬路会場で行われた笑いヨガの様子

祝　金婚式
天
然
魚
梁
瀬
杉
最
後
の
伐
採

　
平
成
29
年
9
月
15
日
、
平
成
29
年
度
で
供
給
が
原
則
休
止
と
な
る
、

天
然
魚
梁
瀬
杉
の
伐
採
作
業
が
各
報
道
機
関
、
四
国
森
林
管
理
局
職

員
、
役
場
職
員
な
ど
総
勢
30
人
ほ
ど
が
見
守
る
な
か
、
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
目
的
は
、
四
国
森
林
管
理
局
が
管
理
す
る
和
田
山
国
有
林
の

一
部
の
樹
齢
200
年
か
ら
300
年
の
魚
梁
瀬
杉
を
間
伐
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
成
長
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
、
植
え
込
み
あ
る
い
は
天
然
の
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
成
長
を
促
す
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
伐
採
さ
れ
た
の
は
、
胸
高
直
径
114
㎝
、
樹
高
41
ｍ
、
推
定
樹

齢
250
年
の
天
然
魚
梁
瀬
杉
で
、
馬
路
村
森
林
組
合
職
員
が
４
人
が
か
り

で
、
一
般
的
な
サ
イ
ズ
の
お
よ
そ
２
倍
も
あ
る
大
木
専
用
の
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
い
、
く
さ
び
を
５
本
以
上
も
打
ち
込
ん
で
い
き
、
徐
々
に
傾

き
倒
れ
た
際
に
は
、
大
き
な
地
響
き
が
起
こ
り
、
驚
き
と
同
時
に
魚
梁

瀬
杉
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
伐
採
後
の
年
輪
（
右
の

写
真
）
を
見
て
み
る
と
、

中
央
部
以
外
は
容
易
に
確

認
で
き
ま
す
が
、
中
央
部

に
つ
い
て
は
ぎ
っ
し
り
と

つ
ま
っ
た
細
か
な
年
輪
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
こ

の
木
が
小
さ
な
時
は
、
周

り
に
大
き
な
木
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
が
、
間
伐
に
よ

り
大
き
な
木
に
な
っ
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

四
国
森
林
管
理
局
担
当
者

さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
限
り
あ
る
天
然

魚
梁
瀬
杉
の
保
全
と
、
２

代
目
魚
梁
瀬
杉
の
成
長
に

期
待
し
な
が
ら
、
馬
路
村

だ
け
で
な
く
、
高
知
県
、

日
本
の
貴
重
な
財
産
と
し

て
、
後
世
に
伝
え
残
し
て

い
く
も
の
だ
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

写真：安岡一成

▲推定樹齢２５０年の天然魚梁瀬杉

▲伐採後の天然魚梁瀬杉 ▶中央には細かな年輪が刻まれている
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防
災

特
集耐震改修費の補助限度額

村内における耐震改修工事費（実績）の目安

平屋建て：約１，４００，０００円

２階建て：約１，５００，０００円

上乗せ前

925,000円

上乗せ後

1,225,000円

　
黒
字
な
の
か
赤
字
な
の
か
を
判
断
す

る
指
標
で
す
。

　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
と
診
療
所
特

別
会
計
）
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
の
こ
と
で
す
。

　
比
率
が
プ
ラ
ス
数
字
の
場
合
は
赤
字
、

マ
イ
ナ
ス
数
字
の
場
合
は
黒
字
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
8.17
％

で
、
８
７
，
１
１
０
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
実
質
赤
字
比
率

　
地
方
債
現
在
高
（
借
金
の
総
額
）
、

中
芸
広
域
連
合
等
へ
の
負
担
金
、
職
員

の
退
職
金
引
当
金
等
、
村
が
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
101.6
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
村
は
、
標
準
財
政
規
模
を
超
え
る

基
金
（
預
貯
金
）
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

将
来
負
担
す
べ
き
負
債
を
基
金
で
全
て

賄
え
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

○
将
来
負
担
比
率

　
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
黒
字
な
の
か

赤
字
な
の
か
を
判
断
す
る
指
標
で
す
。

　
普
通
会
計
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
、
小
水
力
発
電
特
別

会
計
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差

し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
で
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
11.40
％

で
、
１
２
１
，
５
７
８
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
公
債
費
（
村
の
借
金
の
返
済
額
）
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
の
３
カ

年
平
均
で
す
。

　
18
％
を
超
え
る
と
、
財
政
面
で
歳
出

が
返
済
金
に
圧
迫
さ
れ
危
険
な
状
態
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
5.8
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
実
質
公
債
費
比
率

１
．
職
員
の
任
免
及
び

　
　
職
員
数
に
関
す
る
状
況

　
・
採
用
者
　
２
人

　
・
職
員
数
　
42
人

　
・
退
職
者
　
３
人

２
．
職
員
の
人
事
評
価
の
状
況

　
　
評
価
の
回
数
　
　
１
回

　
　
評
価
の
時
期
　
　
２
月

３
．
職
員
の
給
与
の
状
況

　
　
前
号
の
広
報
う
ま
じ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
．
職
員
の
勤
務
時
間

　
　
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
状
況

　
○
勤
務
条
件
の
状
況

　
　
休
憩
時
間
を
除
き
、４
週
間
を
超
え
な
い

　
　
期
間
に
つ
き
、
１
週
間
あ
た
り
　
　

　
　
38
時
間
45
分

　
・
始
業
時
間
　
８
時
30
分

　
・
終
業
時
間
　
17
時
15
分

　
＊
特
殊
性
の
あ
る
職
務
に
つ
い
て
は
別

　
　
途
勤
務
時
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

５
．
職
員
の
休
業
に
関
す
る
状
況

　
（
平
成
28
年
中
）
※
出
向
職
員
は
除
く

　
・
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況

38
・
４
日

付
与
日
数

取
得
日
数

取
得
率

１
６
１
５
日

８
・
５
日

357
・
４
日

22
・
１
％

全
　
員
一
人
当
た
り

平
成
28
年
度

自
治
体
財
政
健
全
化
法
に

　
　
　
　
　
基
づ
く
４
つ
の
指
標

平
成
２８
年
度

　馬
路
村
人
事
行
政

　
　
　
　運
営
状
況

・
病
気
休
暇
の
取
得
状
況

　
　
　
　
　
　
　
取
得
人
数
　
６
人

　
　
　
　
　
　
　
取
得
日
数
　
28
日

６
．
職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
処
分
の

状
況

　
　
　
　
　
　
　
休
職
　
　
　
０
人

７
．
職
員
の
服
務
の
状
況

　
・
育
児
休
業
及
び
介
護
休
暇
取
得
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
人

　
・
職
務
専
念
義
務
免
除
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
人

８
．
職
員
の
福
祉
及
び
利
益
の
保
護

の
状
況

　
○
健
康
診
断
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

　
・
健
康
診
断
受
診
者
数
　
　
７
人

　
・
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
数
　
34
人

９
．
研
修
の
状
況

　
（
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
で

　
　
　
　
　
　
　
　
の
研
修
）

　
・
能
力
向
上
　
　
　
　
　
　
４
人

10
．
互
助
会
※
に
対
す
る

　
　
　
公
費
負
担
状
況
に
つ
い
て

　
○
互
助
会
に
対
す
る
公
費
負
担
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
７
１
千
円

　
○
会
員
一
人
当
た
り
の
公
費
の
補

助
金
額

　
　
　
　
　
　
　
２
１
，
５
７
６
円

　
※
互
助
会
と
は
県
下
の
市
町
村
等

を
構
成
団
体
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

勤
務
す
る
職
員
の
福
利
の
増
進
と
向

上
を
図
り
、
地
方
自
治
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
財
団
法
人
で
す
。
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今
年
も
８
月
11
日
「
山
の
日
」
に
村

の
自
然
、
林
業
、
ユ
ズ
に
触
れ
る
「
第

２
回
ご
っ
く
ん
・
お
山
の
夏
祭
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
も
よ
く
、
温
泉
周
辺
を

会
場
に
、
安
田
川
河
川
プ
ー
ル
で
の
ア

メ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
を
は
じ
め
、
朝
日

出
山
の
大
杉
見
学
ツ
ア
ー
、
丸
太
切
り

競
争
や
、
親
子
木
工
体
験
、
ア
ロ
マ
ク

ラ
フ
ト
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
涼
風
が
吹
き
抜
け
る
西
谷
川
で

は
川
床
ラ
ン
チ
が
振
る
舞
わ
れ
、
昨
年

を
上
回
る
約
900
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
今
世
紀
前
半
に
も
発
生
が

予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
に
は
、
住
宅
の
安
全
性

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
村
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
設
計
、
耐
震
改

修
工
事
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
さ
ら
に

加
速
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修

工
事
費
の
補
助
限
度
額
を
、
今
ま
で
の

９
２
５
，
０
０
０
円
に
３
０
０
，
０
０

０
円
を
上
乗
せ
し
、
１
，
２
２
５
，
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
震
度
５
強

か
ら
７
程
度
の
強
い
揺
れ
が
100
秒
ほ
ど

　
参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
に
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
来

年
も
ま
た
来
た
い
」
と
い
う
声
や
、
川

床
ラ
ン
チ
を
食
べ
た
方
は
「
思
っ
た
よ

り
涼
し
か
っ
た
。
お
も
て
な
し
が
よ
く

ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ
も
絶
品
だ
っ
た
」
と
い

う
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
山
の
日
」
は
、
「
山
の
恩
恵
に
感

謝
し
、
自
然
に
親
し
む
」
日
で
あ
り
、

訪
れ
た
方
は
思
い
思
い
に
、
村
の
自
然

を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

←
名
司
会
で
盛
り
上
が
っ
た
丸
太
切
り
競
争

→
大
人
気
！
河
川
プ
ー
ル
で
の
ア
メ
ゴ
の
つ
か
み
取
り

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
震
度

６
弱
に
な
る
と
、
立
っ
て
い
る
こ
と
が

困
難
で
ほ
と
ん
ど
の
家
具
が
転
倒
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
性
が
十
分

で
な
い
木
造
住
宅
は
倒
壊
し
て
し
ま
う

危
険
性
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
死
亡
者
の
95
％
以
上

が
建
物
の
倒
壊
の
影
響
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
家
の
中
に
い
て
住
宅

が
倒
壊
す
る
と
、
直
接
命
の
危
険
が
あ

る
だ
け
で
は
な
く
、
火
災
な
ど
か
ら
の

避
難
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
倒
壊
し
た
住

宅
が
隣
接
す
る
道
を
塞
い
で
避
難
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
被

害
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

住
宅
の
耐
震
化
は
重
要
で
す
。

　
村
で
は
現
在
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
設
計
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
額
が

無
料
で
実
施
で
き
る
よ
う
、
上
乗
せ
補

助
を
行
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
ご
自
分
や
家
族
が
住
ん
で

い
る
住
宅
の
耐
震
性
が
十
分
あ
る
の
か
、

工
事
を
行
う
の
に
費
用
が
い
く
ら
か
か

る
の
か
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
気

軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
併
せ
て
ご
検

討
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
窓
口
：
役
場
総
務
課

電
話
番
号
：
（
8
）
４
４‐

２
１
１
１

住宅の耐震化を検討してみませんか？



防
災

特
集耐震改修費の補助限度額

村内における耐震改修工事費（実績）の目安

平屋建て：約１，４００，０００円

２階建て：約１，５００，０００円

上乗せ前

925,000円

上乗せ後

1,225,000円

　
黒
字
な
の
か
赤
字
な
の
か
を
判
断
す

る
指
標
で
す
。

　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
と
診
療
所
特

別
会
計
）
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
の
こ
と
で
す
。

　
比
率
が
プ
ラ
ス
数
字
の
場
合
は
赤
字
、

マ
イ
ナ
ス
数
字
の
場
合
は
黒
字
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
8.17
％

で
、
８
７
，
１
１
０
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
実
質
赤
字
比
率

　
地
方
債
現
在
高
（
借
金
の
総
額
）
、

中
芸
広
域
連
合
等
へ
の
負
担
金
、
職
員

の
退
職
金
引
当
金
等
、
村
が
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
101.6
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
村
は
、
標
準
財
政
規
模
を
超
え
る

基
金
（
預
貯
金
）
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

将
来
負
担
す
べ
き
負
債
を
基
金
で
全
て

賄
え
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

○
将
来
負
担
比
率

　
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
黒
字
な
の
か

赤
字
な
の
か
を
判
断
す
る
指
標
で
す
。

　
普
通
会
計
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
、
小
水
力
発
電
特
別

会
計
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差

し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
で
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
11.40
％

で
、
１
２
１
，
５
７
８
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
公
債
費
（
村
の
借
金
の
返
済
額
）
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
の
３
カ

年
平
均
で
す
。

　
18
％
を
超
え
る
と
、
財
政
面
で
歳
出

が
返
済
金
に
圧
迫
さ
れ
危
険
な
状
態
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
5.8
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
実
質
公
債
費
比
率

１
．
職
員
の
任
免
及
び

　
　
職
員
数
に
関
す
る
状
況

　
・
採
用
者
　
２
人

　
・
職
員
数
　
42
人

　
・
退
職
者
　
３
人

２
．
職
員
の
人
事
評
価
の
状
況

　
　
評
価
の
回
数
　
　
１
回

　
　
評
価
の
時
期
　
　
２
月

３
．
職
員
の
給
与
の
状
況

　
　
前
号
の
広
報
う
ま
じ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
．
職
員
の
勤
務
時
間

　
　
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
状
況

　
○
勤
務
条
件
の
状
況

　
　
休
憩
時
間
を
除
き
、４
週
間
を
超
え
な
い

　
　
期
間
に
つ
き
、
１
週
間
あ
た
り
　
　

　
　
38
時
間
45
分

　
・
始
業
時
間
　
８
時
30
分

　
・
終
業
時
間
　
17
時
15
分

　
＊
特
殊
性
の
あ
る
職
務
に
つ
い
て
は
別

　
　
途
勤
務
時
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

５
．
職
員
の
休
業
に
関
す
る
状
況

　
（
平
成
28
年
中
）
※
出
向
職
員
は
除
く

　
・
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況

38
・
４
日

付
与
日
数

取
得
日
数

取
得
率

１
６
１
５
日

８
・
５
日

357
・
４
日

22
・
１
％

全
　
員
一
人
当
た
り

平
成
28
年
度

自
治
体
財
政
健
全
化
法
に

　
　
　
　
　
基
づ
く
４
つ
の
指
標

平
成
２８
年
度

　馬
路
村
人
事
行
政

　
　
　
　運
営
状
況

・
病
気
休
暇
の
取
得
状
況

　
　
　
　
　
　
　
取
得
人
数
　
６
人

　
　
　
　
　
　
　
取
得
日
数
　
28
日

６
．
職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
処
分
の

状
況

　
　
　
　
　
　
　
休
職
　
　
　
０
人

７
．
職
員
の
服
務
の
状
況

　
・
育
児
休
業
及
び
介
護
休
暇
取
得
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
人

　
・
職
務
専
念
義
務
免
除
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
人

８
．
職
員
の
福
祉
及
び
利
益
の
保
護

の
状
況

　
○
健
康
診
断
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

　
・
健
康
診
断
受
診
者
数
　
　
７
人

　
・
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
数
　
34
人

９
．
研
修
の
状
況

　
（
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
で

　
　
　
　
　
　
　
　
の
研
修
）

　
・
能
力
向
上
　
　
　
　
　
　
４
人

10
．
互
助
会
※
に
対
す
る

　
　
　
公
費
負
担
状
況
に
つ
い
て

　
○
互
助
会
に
対
す
る
公
費
負
担
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
７
１
千
円

　
○
会
員
一
人
当
た
り
の
公
費
の
補

助
金
額

　
　
　
　
　
　
　
２
１
，
５
７
６
円

　
※
互
助
会
と
は
県
下
の
市
町
村
等

を
構
成
団
体
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

勤
務
す
る
職
員
の
福
利
の
増
進
と
向

上
を
図
り
、
地
方
自
治
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
財
団
法
人
で
す
。
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今
年
も
８
月
11
日
「
山
の
日
」
に
村

の
自
然
、
林
業
、
ユ
ズ
に
触
れ
る
「
第

２
回
ご
っ
く
ん
・
お
山
の
夏
祭
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
も
よ
く
、
温
泉
周
辺
を

会
場
に
、
安
田
川
河
川
プ
ー
ル
で
の
ア

メ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
を
は
じ
め
、
朝
日

出
山
の
大
杉
見
学
ツ
ア
ー
、
丸
太
切
り

競
争
や
、
親
子
木
工
体
験
、
ア
ロ
マ
ク

ラ
フ
ト
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
涼
風
が
吹
き
抜
け
る
西
谷
川
で

は
川
床
ラ
ン
チ
が
振
る
舞
わ
れ
、
昨
年

を
上
回
る
約
900
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
今
世
紀
前
半
に
も
発
生
が

予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
に
は
、
住
宅
の
安
全
性

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
村
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
の
旧

耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
設
計
、
耐
震
改

修
工
事
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
さ
ら
に

加
速
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修

工
事
費
の
補
助
限
度
額
を
、
今
ま
で
の

９
２
５
，
０
０
０
円
に
３
０
０
，
０
０

０
円
を
上
乗
せ
し
、
１
，
２
２
５
，
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
震
度
５
強

か
ら
７
程
度
の
強
い
揺
れ
が
100
秒
ほ
ど

　
参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
に
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
来

年
も
ま
た
来
た
い
」
と
い
う
声
や
、
川

床
ラ
ン
チ
を
食
べ
た
方
は
「
思
っ
た
よ

り
涼
し
か
っ
た
。
お
も
て
な
し
が
よ
く

ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ
も
絶
品
だ
っ
た
」
と
い

う
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
山
の
日
」
は
、
「
山
の
恩
恵
に
感

謝
し
、
自
然
に
親
し
む
」
日
で
あ
り
、

訪
れ
た
方
は
思
い
思
い
に
、
村
の
自
然

を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

←
名
司
会
で
盛
り
上
が
っ
た
丸
太
切
り
競
争

→
大
人
気
！
河
川
プ
ー
ル
で
の
ア
メ
ゴ
の
つ
か
み
取
り

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
震
度

６
弱
に
な
る
と
、
立
っ
て
い
る
こ
と
が

困
難
で
ほ
と
ん
ど
の
家
具
が
転
倒
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
性
が
十
分

で
な
い
木
造
住
宅
は
倒
壊
し
て
し
ま
う

危
険
性
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
死
亡
者
の
95
％
以
上

が
建
物
の
倒
壊
の
影
響
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
家
の
中
に
い
て
住
宅

が
倒
壊
す
る
と
、
直
接
命
の
危
険
が
あ

る
だ
け
で
は
な
く
、
火
災
な
ど
か
ら
の

避
難
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
倒
壊
し
た
住

宅
が
隣
接
す
る
道
を
塞
い
で
避
難
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
被

害
か
ら
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

住
宅
の
耐
震
化
は
重
要
で
す
。

　
村
で
は
現
在
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
設
計
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
額
が

無
料
で
実
施
で
き
る
よ
う
、
上
乗
せ
補

助
を
行
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
ご
自
分
や
家
族
が
住
ん
で

い
る
住
宅
の
耐
震
性
が
十
分
あ
る
の
か
、

工
事
を
行
う
の
に
費
用
が
い
く
ら
か
か

る
の
か
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
気

軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
併
せ
て
ご
検

討
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
窓
口
：
役
場
総
務
課

電
話
番
号
：
（
8
）
４
４‐

２
１
１
１

住宅の耐震化を検討してみませんか？
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２
年
半
の
間
、
本
当
に
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
。
人
数
が
少
な
く
、
誰
一

人
欠
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

で
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
支
え

合
う
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

思
う
よ
う
な
結
果
は
残
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
努
力
の
大
切

さ
や
、
仲
間
へ
の
思
い
や
り
を
実
感

し
て
も
ら
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
馬
路
中
野
球
部
監
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
岡
大
次
朗

　中学生にとって、部活動は学校生活の中で大きな意味を持っています。毎日地道な練習を重ね、
対外試合を経験する中で、技術の向上はもとより責任感や連帯感も育ち、心身ともにたくましくな
ります。今回は、この夏で部活動を “ 卒業 ” した中学３年生に、それぞれの部活動を振り返っても
らいました。（今年は、魚梁瀬中学校には３年生がいません）

　
私
は
、
中
１
の
秋
か
ら
キ
ャ

プ
テ
ン
を
し
て
き
て
と
て
も
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
や
っ
て
き
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
チ
ー

ム
を
ま
と
め
る
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
９
人
で
人
数
が
ぎ
り

ぎ
り
だ
っ
た
け
ど
、
全
て
の
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。

　
１
・
２
年
生
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
い
い
結

果
を
残
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

３
年
　
山
田
咲
良

　
僕
の
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
最
後
の
選
手
権
大
会
で
す
。

１
回
戦
で
四
万
十
市
の
八
束
中

に
負
け
た
け
ど
、
声
を
出
す
こ

と
が
で
き
た
し
、
楽
し
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

　
１
・
２
年
生
に
は
、
合
同
チ
ー

ム
に
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
以

上
に
野
球
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
。

３
年
　
木
下
陽
太

　
中
学
野
球
で
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
香
南
市
の
招
待
野
球
で
野
市
中

に
勝
っ
た
こ
と
で
す
。
僕
自
身
負
け

る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
最
後
ま

で
食
ら
い
つ
い
て
い
っ
た
か
ら
勝
て

た
と
思
い
ま
す
。

　
１
・
２
年
生
は
、
あ
の
時
こ
う
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
な
い

よ
う
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
精
一

杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
年
　
坂
本
春
綺

　
僕
の
心
に
残
っ
て
い

る
試
合
は
、
最
後
の
選

手
権
大
会
で
す
。
１
回

戦
で
負
け
た
け
ど
、
み

ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ

に
な
っ
て
、
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
れ

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　
１
・
２
年
生
に
は
、

野
球
を
楽
し
ん
で
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

　
今
ま
で
支
え
て
く
れ

た
人
た
ち
に
感
謝
し
ま

す
。

３
年
　
小
松
　
鼓

　
私
は
野
球
を
し
た
こ

と
が
な
く
、
最
初
は
み

ん
な
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー

を
す
る
こ
と
す
ら
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、

先
輩
方
や
先
生
に
教
わ

り
、
最
後
に
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
試
合
に
出
ら
れ

る
よ
う
に
ま
で
な
り
ま

し
た
。

　
私
が
こ
の
よ
う
に
な

れ
た
の
は
、
家
族
や

チ
ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
人
の
支
え
の

お
か
げ
で
す
。だ
か
ら
、

後
輩
に
も
そ
の
大
切
さ

を
忘
れ
ず
、
地
道
に
努

力
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

３
年
　
大
野
菜
月

　
２
年
半
野
球
を
し
て
、
一

番
思
い
出
に
残
る
試
合
は
、

最
後
の
選
手
権
大
会
で
す
。

結
果
は
負
け
て
し
ま
っ
た
け

ど
、
全
力
で
プ
レ
ー
で
き
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　
後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
悔

い
の
な
い
よ
う
に
日
々
の
練

習
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人

や
教
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝

し
ま
す
。

３
年
　
白
川
敬
佳

　
２
年
間
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
優
し
い
し
お
も
し
ろ
く
て
、

毎
日
の
練
習
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
３
年

生
に
は
、
た
く
さ
ん
迷
惑
を
か
け
た
け
ど
、

１･

２
年
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ
り
、
こ
こ
ま

で
成
長
で
き
た
の
は
３
年
生
の
お
か
げ
で

す
。
３
年
生
６
人
の
先
輩
方
と
野
球
が
で

き
た
こ
と
、
本
当
に
最
高
の
思
い
出
で
す
。

　
部
活
に
入
っ
た
ば
か
り
の
時
、
僕
は
ま

だ
何
も
知
ら
な
く
て
困
っ
て
い
た
時
が

あ
っ
た
け
ど
、
そ
ん
な
時
に
３
年
生
が
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
。
で
も
、
僕
は
今
１
年
生
に
、

３
年
生
の
よ
う
に
は
教
え
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
３
年
生
の
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

　
３
年
生
、
２
年
半
の
間
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
僕
は
４
カ
月
し
か
い
っ
し
ょ

に
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
最
後
の
試
合
も
、
４
対
５
で
負
け
た

け
ど
、と
て
も
良
い
試
合
が
で
き
た
し
、

こ
の
チ
ー
ム
の
９
人
で
で
き
た
こ
と
が

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
高
校
へ
行
っ
て
野
球
を
す
る
人
と
し

な
い
人
が
い
る
と
思
う
け
ど
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

１年
笹岡　夢珠

　
魚
梁
瀬
中
学
校
の
生
徒
会
が
中
心

と
な
り
、
７
月
に
高
知
市
内
で
開
か

れ
た
「
平
和
七
夕
ま
つ
り
」
で
展
示

す
る
千
羽
鶴
を
作
り
ま
し
た
。

　
５
月
か
ら
折
り
鶴

を
折
り
始
め
ま
し
た
。

　
地
域
の
人
に
も
協

力
を
呼
び
か
け
る
と
、

魚
梁
瀬
の
人
だ
け
で

な
く
、
魚
梁
瀬
に
遊

び
に
来
て
く
れ
た
観

光
客
の
方
ま
で
も
が

手
伝
っ
て
く
れ
て
、

1200
羽
以
上
の
鶴
を
折

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
６
月
に
は
集
ま
っ
た
折
り

鶴
を
つ
な
げ
て
千
羽
鶴
を
作

り
、「
戦
争
の
な
い
平
和
な
世

界
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と

い
う
み
ん
な
の
願
い
と
、
小

さ
な
短
冊
に
書
い
た
小
中
学

生
や
先
生
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
願
い
を
つ
け
て
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、
高
知
市
新
京

橋
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に

飾
ら
れ
ま
し
た
。
見
に
行
っ

た
生
徒
は
、「
学
校
で
飾
っ
て

い
る
と
き
よ
り
も
迫
力
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
た
。
み
ん
な

の
願
い
が
届
い
た
ら
い
い
な

と
思
っ
た
」
と
感
想
を
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ミ
サ
イ
ル
と
か
水
爆
と
か

の
恐
ろ
し
い
言
葉
が
飛
び
交

う
今
だ
か
ら
こ
そ
、
平
和
へ

の
願
い
が
強
く
な
り
ま
す
。

魚梁瀬小中学
校の平和を願
う千羽鶴

みんなで最後の仕上げ！
平和の願いが届きますように…
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宮口あかね
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２
年
半
の
間
、
本
当
に
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
。
人
数
が
少
な
く
、
誰
一

人
欠
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

で
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
支
え

合
う
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

思
う
よ
う
な
結
果
は
残
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
努
力
の
大
切

さ
や
、
仲
間
へ
の
思
い
や
り
を
実
感

し
て
も
ら
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
馬
路
中
野
球
部
監
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
岡
大
次
朗

　中学生にとって、部活動は学校生活の中で大きな意味を持っています。毎日地道な練習を重ね、
対外試合を経験する中で、技術の向上はもとより責任感や連帯感も育ち、心身ともにたくましくな
ります。今回は、この夏で部活動を “ 卒業 ” した中学３年生に、それぞれの部活動を振り返っても
らいました。（今年は、魚梁瀬中学校には３年生がいません）

　
私
は
、
中
１
の
秋
か
ら
キ
ャ

プ
テ
ン
を
し
て
き
て
と
て
も
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
や
っ
て
き
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
チ
ー

ム
を
ま
と
め
る
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
９
人
で
人
数
が
ぎ
り

ぎ
り
だ
っ
た
け
ど
、
全
て
の
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。

　
１
・
２
年
生
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
い
い
結

果
を
残
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

３
年
　
山
田
咲
良

　
僕
の
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
最
後
の
選
手
権
大
会
で
す
。

１
回
戦
で
四
万
十
市
の
八
束
中

に
負
け
た
け
ど
、
声
を
出
す
こ

と
が
で
き
た
し
、
楽
し
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

　
１
・
２
年
生
に
は
、
合
同
チ
ー

ム
に
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
以

上
に
野
球
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
。

３
年
　
木
下
陽
太

　
中
学
野
球
で
心
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
香
南
市
の
招
待
野
球
で
野
市
中

に
勝
っ
た
こ
と
で
す
。
僕
自
身
負
け

る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
最
後
ま

で
食
ら
い
つ
い
て
い
っ
た
か
ら
勝
て

た
と
思
い
ま
す
。

　
１
・
２
年
生
は
、
あ
の
時
こ
う
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
な
い

よ
う
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
精
一

杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
年
　
坂
本
春
綺

　
僕
の
心
に
残
っ
て
い

る
試
合
は
、
最
後
の
選

手
権
大
会
で
す
。
１
回

戦
で
負
け
た
け
ど
、
み

ん
な
の
気
持
ち
が
一
つ

に
な
っ
て
、
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
れ

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　
１
・
２
年
生
に
は
、

野
球
を
楽
し
ん
で
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

　
今
ま
で
支
え
て
く
れ

た
人
た
ち
に
感
謝
し
ま

す
。

３
年
　
小
松
　
鼓

　
私
は
野
球
を
し
た
こ

と
が
な
く
、
最
初
は
み

ん
な
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー

を
す
る
こ
と
す
ら
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、

先
輩
方
や
先
生
に
教
わ

り
、
最
後
に
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
試
合
に
出
ら
れ

る
よ
う
に
ま
で
な
り
ま

し
た
。

　
私
が
こ
の
よ
う
に
な

れ
た
の
は
、
家
族
や

チ
ー
ム
メ
イ
ト
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
人
の
支
え
の

お
か
げ
で
す
。だ
か
ら
、

後
輩
に
も
そ
の
大
切
さ

を
忘
れ
ず
、
地
道
に
努

力
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

３
年
　
大
野
菜
月

　
２
年
半
野
球
を
し
て
、
一

番
思
い
出
に
残
る
試
合
は
、

最
後
の
選
手
権
大
会
で
す
。

結
果
は
負
け
て
し
ま
っ
た
け

ど
、
全
力
で
プ
レ
ー
で
き
た

の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　
後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
悔

い
の
な
い
よ
う
に
日
々
の
練

習
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人

や
教
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝

し
ま
す
。

３
年
　
白
川
敬
佳

　
２
年
間
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
み
ん
な
優
し
い
し
お
も
し
ろ
く
て
、

毎
日
の
練
習
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
３
年

生
に
は
、
た
く
さ
ん
迷
惑
を
か
け
た
け
ど
、

１･

２
年
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
わ
り
、
こ
こ
ま

で
成
長
で
き
た
の
は
３
年
生
の
お
か
げ
で

す
。
３
年
生
６
人
の
先
輩
方
と
野
球
が
で

き
た
こ
と
、
本
当
に
最
高
の
思
い
出
で
す
。

　
部
活
に
入
っ
た
ば
か
り
の
時
、
僕
は
ま

だ
何
も
知
ら
な
く
て
困
っ
て
い
た
時
が

あ
っ
た
け
ど
、
そ
ん
な
時
に
３
年
生
が
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
。
で
も
、
僕
は
今
１
年
生
に
、

３
年
生
の
よ
う
に
は
教
え
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
３
年
生
の
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

　
３
年
生
、
２
年
半
の
間
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
僕
は
４
カ
月
し
か
い
っ
し
ょ

に
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
最
後
の
試
合
も
、
４
対
５
で
負
け
た

け
ど
、と
て
も
良
い
試
合
が
で
き
た
し
、

こ
の
チ
ー
ム
の
９
人
で
で
き
た
こ
と
が

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
高
校
へ
行
っ
て
野
球
を
す
る
人
と
し

な
い
人
が
い
る
と
思
う
け
ど
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

１年
笹岡　夢珠

　
魚
梁
瀬
中
学
校
の
生
徒
会
が
中
心

と
な
り
、
７
月
に
高
知
市
内
で
開
か

れ
た
「
平
和
七
夕
ま
つ
り
」
で
展
示

す
る
千
羽
鶴
を
作
り
ま
し
た
。

　
５
月
か
ら
折
り
鶴

を
折
り
始
め
ま
し
た
。

　
地
域
の
人
に
も
協

力
を
呼
び
か
け
る
と
、

魚
梁
瀬
の
人
だ
け
で

な
く
、
魚
梁
瀬
に
遊

び
に
来
て
く
れ
た
観

光
客
の
方
ま
で
も
が

手
伝
っ
て
く
れ
て
、

1200
羽
以
上
の
鶴
を
折

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
６
月
に
は
集
ま
っ
た
折
り

鶴
を
つ
な
げ
て
千
羽
鶴
を
作

り
、「
戦
争
の
な
い
平
和
な
世

界
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と

い
う
み
ん
な
の
願
い
と
、
小

さ
な
短
冊
に
書
い
た
小
中
学

生
や
先
生
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
願
い
を
つ
け
て
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、
高
知
市
新
京

橋
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に

飾
ら
れ
ま
し
た
。
見
に
行
っ

た
生
徒
は
、「
学
校
で
飾
っ
て

い
る
と
き
よ
り
も
迫
力
が
あ

る
よ
う
に
感
じ
た
。
み
ん
な

の
願
い
が
届
い
た
ら
い
い
な

と
思
っ
た
」
と
感
想
を
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ミ
サ
イ
ル
と
か
水
爆
と
か

の
恐
ろ
し
い
言
葉
が
飛
び
交

う
今
だ
か
ら
こ
そ
、
平
和
へ

の
願
い
が
強
く
な
り
ま
す
。

魚梁瀬小中学
校の平和を願
う千羽鶴

みんなで最後の仕上げ！
平和の願いが届きますように…

広報うまじ297号 ̶̶̶̶（6広報うまじ297号 ̶̶̶̶（7　

２年
笹 岡　 晟２年

宮口あかね



広報うまじ297号 ̶̶̶̶（8広報うまじ297号 ̶̶̶̶（9　

｢

魚
梁
瀬
で
３
年
間
過
ご
し
て｣

　
　隊
員

　坂
口
い
づ
み

ふ
る
さ
と
応
援
隊 
17

魚

瀬
梁
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魚
梁
瀬
に
来
て
３
年
が
経
過

し
た
９
月
末
を
も
っ
て
、
私
の

「
ふ
る
さ
と
応
援
隊
」
と
し
て

の
任
期
が
終
わ
り
ま
し
た
。
私

は
こ
の
３
年
間
で
、
応
援
隊
で

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ

ん
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
任
期
中
の
主
な
活
動
と
し
て

は
、
観
光
客
の
方
に
向
け
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
れ
を

基
に
、
杉
の
家
を
活
用
し
た
ひ

な
祭
り
や
端
午
の
節
句
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
魚
梁
瀬
を
訪
れ
た

方
々
に
杉
の
家
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
区
で
は
、
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
七
夕
や
ク
リ
ス

マ
ス
に
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
私
が
ふ
る
さ
と
応
援
隊
に
な

っ
た
の
は
、
「
馬
路
村
に
住
み

た
い
」
と
い
う
思
い
で
応
募
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
魚
梁
瀬
で
実
際
に
生
活
し
て

み
る
と
、
家
の
近
く
に
あ
る
ダ

ム
湖
を
見
て
い
て
な
ん
だ
か
心

が
落
ち
着
い
た
り
、
車
で
山
道

を
走
っ
て
い
る
と
シ
カ
な
ど
の

動
物
と
出
合
え
た
り
、
魚
梁
瀬

の
自
然
が
と
て
も
新
鮮
で
、
こ

ん
な
環
境
の
中
で
生
活
で
き
る

こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
魚
梁
瀬
の
皆
さ

ん
は
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
る

の
が
苦
手
な
私
に
対
し
て
も
、

声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

困
っ
た
時
に
手
伝
っ
て
く
だ
さ

っ
た
り
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

優
し
さ
が
私
の
心
の
支
え
に
な

り
ま
し
た
。

　
私
は
、
魚
梁
瀬
の
自
然
と
こ

こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
と
、

も
っ
と
一
緒
に
い
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
考

え
て
い
た
時
に
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
10
月
か
ら
魚
梁
瀬

小
・
中
学
校
の
学
習
支
援
員
と

し
て
今
後
も
魚
梁
瀬
で
の
生
活

を
続
け
て
い
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
３
年
間
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
が
、
お
世
話
に
な
っ
た

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
最
後
ま

で
頑
張
れ
た
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、

魚
梁
瀬
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
魚
梁
瀬
の

一
員
と
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▲お気に入りの
　　ダム湖の風景です

〇出会いと
お互いの印象

（さやかさん）２人とも馬路
村の出身です。学年も１つ違
いで、高校も一緒だったので、小さい
頃から顔見知りで交流がありました。
　誰とでも話ができる、優しい人だと昔か
ら思っていました。　
（稔さん）共通点がたくさんあり、馬が合う
人だと思っていました。社会人となり久し
ぶりに馬路村で再会してから間もなく、
自然にお付き合いが始まりました。

〇これから結婚を考える方へ
のアドバイス

（さやかさん）出会いを求める気持ち
が大切だと思います。
（稔さん）自分を正直に出せて、お互い
波長の合う相手を見つけてほしいと
思います。
　結婚後も生活リズムや共通

点があると、お互い無理
せず楽しい生活が送れ
ると思います。

〇村での結婚生活
（さやかさん）魚梁瀬での生活に不便を
感じることはなく、また地域の方が仲良く、
あたたかいので、生活しやすいです。ただ、
馬路・魚梁瀬間の運転は慣れるのに時間が
かかりました。
（稔さん）夫婦げんかもほとんどしたこと
がなく、住み慣れた魚梁瀬での生活は
充実しています。また両方の
両親も村内にいるので、子
育てに協力してくれるの
で助かっています。

魚
梁
瀬
地
区
の
近
藤
稔
さ
ん
（
37
歳
・
湯
浅
建
設

株
式
会
社
勤
務
・
魚
梁
瀬
出
身
）

さ
や
か
さ
ん
（
37
歳
・
株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス
（
馬

路
小
学
校
給
食
調
理
）
勤
務
・
馬
路
出
身
）
夫
妻

　このコーナーでは、
馬路村の出会い・結
婚の実態を知るため、
村内在住のおしどり
夫婦にお話を伺って
いきます。

村
の
お
し
ど
り
夫
婦
に
聞
く
！ 

⑥
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魚
梁
瀬
に
来
て
３
年
が
経
過

し
た
９
月
末
を
も
っ
て
、
私
の

「
ふ
る
さ
と
応
援
隊
」
と
し
て

の
任
期
が
終
わ
り
ま
し
た
。
私

は
こ
の
３
年
間
で
、
応
援
隊
で

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ

ん
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
任
期
中
の
主
な
活
動
と
し
て

は
、
観
光
客
の
方
に
向
け
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
れ
を

基
に
、
杉
の
家
を
活
用
し
た
ひ

な
祭
り
や
端
午
の
節
句
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
魚
梁
瀬
を
訪
れ
た

方
々
に
杉
の
家
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
区
で
は
、
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
七
夕
や
ク
リ
ス

マ
ス
に
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
私
が
ふ
る
さ
と
応
援
隊
に
な

っ
た
の
は
、
「
馬
路
村
に
住
み

た
い
」
と
い
う
思
い
で
応
募
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
魚
梁
瀬
で
実
際
に
生
活
し
て

み
る
と
、
家
の
近
く
に
あ
る
ダ

ム
湖
を
見
て
い
て
な
ん
だ
か
心

が
落
ち
着
い
た
り
、
車
で
山
道

を
走
っ
て
い
る
と
シ
カ
な
ど
の

動
物
と
出
合
え
た
り
、
魚
梁
瀬

の
自
然
が
と
て
も
新
鮮
で
、
こ

ん
な
環
境
の
中
で
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　　ダム湖の風景です
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魚
梁
瀬
地
区
の
近
藤
稔
さ
ん
（
37
歳
・
湯
浅
建
設

株
式
会
社
勤
務
・
魚
梁
瀬
出
身
）

さ
や
か
さ
ん
（
37
歳
・
株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス
（
馬

路
小
学
校
給
食
調
理
）
勤
務
・
馬
路
出
身
）
夫
妻

　このコーナーでは、
馬路村の出会い・結
婚の実態を知るため、
村内在住のおしどり
夫婦にお話を伺って
いきます。

村
の
お
し
ど
り
夫
婦
に
聞
く
！ 
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　さて、季節は暑い夏を過ぎ、秋へと向かっ
ています。皆さま、秋といえば、どのような
イメージを浮かべますか？芸術・食欲・スポ
ーツと、いろいろとあると思いますが、今回
はスポーツ=運動習慣に関して、少し述べた
いと思います。
　常日頃、身体活動が多い方や、よく運動を
している方は、虚血性心疾患、高血圧、糖尿
病、肥満、骨粗鬆症といった病気にかかった
りすることが少ないとされ、また、身体活動
や運動自体が、心にゆとりを生み、生活の質
の改善に効果をもたらすことも、よく知られ
ています。
　厚生労働省の調べによると、運動を意識的
に行っている方は、平成8年度において、男
女とも約5割だそうです。馬路村の皆さまは
どうでしょうか？運動習慣がある方はそのま
ま、ない方・気持ちはあるが習慣とまでには
なかなか至らなかった方々は、以下に簡単な
目標をあげますので、まずは、1つ目のゴー
ルとして、行っていただけるとうれしいです
（私もそうなのですが、まずスタートさせる
ことが大事です。一度動けば、案外継続しま
すよ）。

●1日1万歩を歩く（10分歩いて、おおよそ
1000歩です）
●週2回・1回30分以上の、息がはずむ程度の
運動を行う（ジョギングなどでしょうか？）
●運動習慣のない方、まず最初はウォーキン
グです
●テレビを見たり、ゲームをしたりなど、家
にいる時間を減らす
●引きこもりがちになっている方は、地域活
動やボランティア、習い事など、外出する機
会を増やす
●外出が難しい方は、ストレッチや体操を毎
日10分はする

（参考資料；厚生労働省ホームページ、ロコモパンフレッ

ト2013年度版）

　注意していただきたい点としては、普段、
運動習慣のない方が、急に激しい運動をする
と、心臓の病気や、整形外科的な病気をおこ
すことがあります。気になることがあれば、
いつでも診療所に相談してください。

　秋涼爽快の候、皆さまにはますますご壮健のことと拝察
いたします。

国際交流員：ジョン・ワード
（アメリカ合衆国・ノースカロライナ州出身）

馬 路ョン馬 路ョン馬 路ョン
ウマ　ジ 　皆さん、こんにちは！

　秋風が吹き始めましたね。皆さんは今年紅葉をどこへ楽しみに行き
ますか？
　今回は大自然に恵まれたアパラチア山脈の山岳地を紹介します！ノ
ースカロライナ州の西側は、北米大陸最古の山脈として知られるアパ
ラチア山脈の支脈を形成するグレート・スモーキー山脈、ブルーリッ
ジ山脈などが並びます。この山岳地では観光業が主な産業となってい
ます。最も有名な観光地は、紅葉の名所として人気のドライブスポッ
ト、ブルーリッジ・パークウェイです。ブルーリッジ山脈はアパラチ
ア山脈の一部で、青く煙るような霧が出ることから、名づけられまし
た。ブルーリッジ・パークウェイはバージニア州からノースカロライ
ナ州まで全長755キロメートルにわたる風景の素晴らしい道路です。ア
メリカ国立公園の中で、最も来客数の多い名所の一つとなっていま
す。また、歴史に興味がある方には、避暑地として知られるアッシュ

ビル市の郊外にあるビルトモア・エステートがおすすめです。1889年に建てられ、床面積は16,300平方
メートル、部屋数は255室で、アメリカ合衆国で最大の個人邸
宅です。館内の案内ツアーに参加することができます。アウ
トドアを楽しめる場所もたくさんあります。ノースカロライ
ナ州とテネシー州が誇る国立公園のグレート・スモーキー・
マウンテンは、約1,287キロメートルに及ぶハイキング・トレ
イルがあり、登山をしたい方はぜひグランドファーザー・マ
ウンテンに挑戦してみてください。比較的なだらかな初級者
向けのコースから、ごつごつした岩が続く厳しい上級者向け
コースまで11のハイキング・トレイルコースがあります。ま
た、川を楽しむなら、急流下り（ラフティング）スポットも
あります。アメリカの東海岸を旅行することがあればぜひ、
ノースカロライナ州へお出かけください！

▲ブルーリッジ山脈にあるチムニー・
　ロック州立公園

芝　光さん　月実さん（影）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成２６年４月２２日　　平成２８年１２月２１日

（保護者 芝　久義さん・沙織さん）

ひかり　　　　　　　  つき      み

　こ
ん
に
ち
は
！
芝
家
三
姉
妹
の
次
女
「
ひ
か
り
」
、
三

女
「
つ
き
み
」
で
す
。

　ひ
か
り
は
読
め
な
い
絵
本
を
妹
に
読
ん
で
あ
げ
た
り
、

離
乳
食
を
コ
ソ
ッ
と
つ
ま
み
食
い
し
た
り
と
仕
事
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　つ
き
み
は
、
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
み
た
い
に
、
い
ろ
ん
な
物

を
触
り
た
く
て
、
ち
ゃ
ぶ
台
を
ぐ
る
ぐ
る
伝
い
歩
き
す
る

け
ど
、
と
お
せ
ん
ぼ
さ
れ
て
行
っ
た
り
来
た
り
・
・
・
。

　ぽ
っ
ち
ゃ
り
姉
妹
を
見
か
け
た
ら
触
っ
て
み
て
ね
。

森からの便り
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７２７人、
１７６人、

３３８世帯
９３世帯

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

８

９

５

２

０

０

５

２

１

１

０

０

０

０

１

１

９０２

９０３

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

10月・11月 むらの行事予定10月・11月 むらの行事予定

日本遺産認定記念シンポジウム（田野町ふれあいセンター）

馬路・魚梁瀬小学校合同社会科見学（５・６年生）
有害物収集
乳児健診（田野町保健センター）１３：３０～

第１３回湯けむりピンポン大会（馬路温泉）
安芸地区中学校秋季陸上大会（芸西村）
馬路地区村民運動会

体育の日
第48回衆議院議員議員総選挙及び第24回最高裁判所裁判官国民審査公示
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）・リサイクル収集
はし拳大会（魚梁瀬多目的施設）１８：００～

高知県立移動図書館（就業改善センター）１０：４０～１１：３０
　古紙収集（魚梁瀬）
　行政相談所（就業改善センター）10：00～12：00
　人権相談所（　　　〃　　　　）10：00～15：00

　魚梁瀬熊野神社秋の例大祭

第２５回山師達人選手権大会（馬路村民運動場）

１歳６カ月児健診・３歳児健診（田野町保健センター）１３：３０～

馬路保育所運動会
第48回衆議院議員議員総選挙及び第24回最高裁判所裁判官国民審査投開票日
道徳教育参観日（馬路小・中学校）・給食試食会・一日先生（馬路小学校）
魚梁瀬地区村民運動会

馬路保育所との交流会（魚梁瀬保育所）
リサイクル収集・第1回馬路式お弁当の日

巡回献血（就業改善センター）１０：3０～１２：００

古紙収集（馬路）

安芸地区中学校駅伝競走大会

〔高知家〕児童会・生徒会サミット

絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
全国へき地教育研究大会高知大会分科会（魚梁瀬小・中学校）

文化の日

第１２回ゆずはじまる祭

職場体験学習（馬路、魚梁瀬中学校　～１０日まで）
有害物収集
安芸郡西ブロック研修会（馬路保育所）
乳児健診（田野町保健センター）１３：３０～
千本山登山（魚梁瀬小学校）

古紙収集（魚梁瀬）

「昭和のうた」コンサート（馬路体育館）１８：３０～

魚梁瀬秋の観光ツアー

リサイクル収集・第2回馬路式お弁当の日

中芸地区音楽発表会（田野町ふれあいセンター）

ゆず取りボランティア（馬路中学校）

１歳６カ月児健診・３歳児健診（田野町保健センター）１３：３０～

勤労感謝の日

古紙収集（馬路）

総合避難訓練（馬路・魚梁瀬保育所）
リサイクル収集

０

０

10　　月 11　　月

馬路村特別村民 １０,６５４人
（９月３０日現在）

第9回高知県中学校
新人野球大会
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検
診
日
の
変
更
と
特
定
健
診
・

　
　
が
ん
検
診
等
の
お
知
ら
せ

　
奈
半
利
町
で
８
月
７
日
（
月
）
に
実

施
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
検
診
は
、

台
風
接
近
の
た
め
11
月
27
日
（
月
）
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
検
診
が
今
年
度
最
後
の
集
団

検
診
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
年
に
１
回
は
検
診
（
健
診
）
を
受
け

て
ご
自
身
の
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

検
診
場
所
：
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
内
容
：
肺
が
ん
検
診・胃
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
大
腸
が
ん
検
診
容
器
回
収
・

　
　
　
　
　
肝
炎
検
査

　
　
　
　
　
特
定
健
診
・
い
き
い
き
100
歳

　
　
　
　
　
健
診

申
込
先
：
中
芸
広
域
連
合
保
健
福
祉
課

電
話
０
８
８
７‐

３
８‐

８
２
１
２

　
ま
た
は
、
各
町
村
役
場
検
診
（
健

診
）
担
当
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん
の
た
め
の

再
就
職
準
備
イ
ベ
ン
ト

　
県
で
は
、
出
産
や
育
児
な

ど
を
機
に
退
職
し
た
女
性
の

方
を
対
象
に
、
働
く
こ
と
に

一
歩
踏
み
出
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
「
お
母
さ
ん
の
た
め

の
再
就
職
準
備
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
時

短
ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
お
母
さ
ん
が
働
く
た
め
に

知
っ
て
い
る
と
得
す
る
ミ
ニ

セ
ミ
ナ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
に
よ
る
個
別
相
談
を
行

い
ま
す
。

　
入
場
無
料
、
服
装
自
由
、

出
入
り
自
由
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
し
込
み
は
不
要

で
す
が
、
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
る
場
合
は
前
日
ま

で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
日
時
】12
月
11
日（
月
）　

午
前
の
部
　
10:00
〜
12:00
　

午
後
の
部
　
13:30
〜
15:30

【
場
所
】ス
マ
イ
ル
あ
き

（
安
芸
市
久
世
町
9-

20
）

【
託
児
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

TEL:

0
8
8-

8
7
2-

1
2
0
4

【
主
催
】高
知
県
商
工
労
働
部

雇
用
労
働
政
策
課
　

TEL:

0
8
8-

8
2
3-

9
7
6
3

「
高
知
で
恋
し
よ
！

マ
ッ
チ
ン
グ
」に
つ
い
て

　
県
で
は
、
会
員
制
の
お

見
合
い
シ
ス
テ
ム
「
高
知

で
恋
し
よ
！
マ
ッ
チ
ン

グ
」
に
よ
る
、
結
婚
へ
の

支
援
を
希
望
す
る
独
身
の

方
へ
出
会
い
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内

３
カ
所
に
設
け
ら
れ
た

「
高
知
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
で
、
お
会
い

し
た
い
相
手
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
閲
覧
、
お
見
合
い
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
こ
う
ち
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
【
高
知
】

高
知
市
駅
前
町
５‐

５

大
同
生
命
高
知
ビ
ル
２
F

℡
０
８
８‐

８
２
１‐

８

０
８
１

・
こ
う
ち
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
【
安
芸
】

安
芸
市
本
町
３
丁
目
11‐
５

安
芸
商
工
会
館
１
F

℡
０
８
８
７‐

３
７‐
９

１
９
１

献
血
の
お
知
ら
せ

　
輸
血
用
の
血
液
は
、
ま
だ
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ま
た
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
輸
血
に
必
要
な
血
液
を
、
い
つ
で
も

十
分
に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え
ず
誰
か
の
血
液
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
献
血
に
か
か
る
時
間
は
、
受
付
か
ら
採

血
後
の
休
憩
ま
で
30
分
〜
40
分
で
す
。
そ
の
わ
ず
か
な
時
間

に
よ
っ
て
、
大
切
な
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
：
平
成
29
年
10
月
26
日
（
木
）

        

10
時
30
分
〜
12
時

場
所
：
馬
路
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
前

い
ら
な
く
な
っ
た
携
帯
電
話
が

 

メ
ダ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

　
2020
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
入
賞
メ
ダ

ル
に
、
不
要
に
な
っ
た
小
型
家
電
に
含
ま
れ
る

金
・
銀
・
銅
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
東
京
2020
組
織
委
員
会
が
主
催
す
る
こ
の
取
り

組
み
に
、
全
国
の
自
治
体
が
協
力
し
て
お
り
、

馬
路
村
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
健
康
福
祉
課
カ
ウ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
回
収
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
一
度
回
収
し
た
携
帯
電
話
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
本
体
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
は
、
ご

自
分
で
消
去
し
て
か
ら
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

お知 ら せお知ら せ

特定健診・いきいき100歳健診
肺がん検診・肝炎ウイルス検診

大腸がん容器回収
胃がん検診

８：30～11：00
11月26日
(日) 8：30～10：00

８：30～11：00
13：00～14：00

11月27日
(月)

【変更日】
8：30～10：00
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７２７人、
１７６人、

３３８世帯
９３世帯

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生
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１
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１

１

９０２

９０３

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

10月・11月 むらの行事予定10月・11月 むらの行事予定

日本遺産認定記念シンポジウム（田野町ふれあいセンター）

馬路・魚梁瀬小学校合同社会科見学（５・６年生）
有害物収集
乳児健診（田野町保健センター）１３：３０～

第１３回湯けむりピンポン大会（馬路温泉）
安芸地区中学校秋季陸上大会（芸西村）
馬路地区村民運動会

体育の日
第48回衆議院議員議員総選挙及び第24回最高裁判所裁判官国民審査公示
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）・リサイクル収集
はし拳大会（魚梁瀬多目的施設）１８：００～

高知県立移動図書館（就業改善センター）１０：４０～１１：３０
　古紙収集（魚梁瀬）
　行政相談所（就業改善センター）10：00～12：00
　人権相談所（　　　〃　　　　）10：00～15：00

　魚梁瀬熊野神社秋の例大祭

第２５回山師達人選手権大会（馬路村民運動場）

１歳６カ月児健診・３歳児健診（田野町保健センター）１３：３０～

馬路保育所運動会
第48回衆議院議員議員総選挙及び第24回最高裁判所裁判官国民審査投開票日
道徳教育参観日（馬路小・中学校）・給食試食会・一日先生（馬路小学校）
魚梁瀬地区村民運動会

馬路保育所との交流会（魚梁瀬保育所）
リサイクル収集・第1回馬路式お弁当の日

巡回献血（就業改善センター）１０：3０～１２：００

古紙収集（馬路）

安芸地区中学校駅伝競走大会

〔高知家〕児童会・生徒会サミット

絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
全国へき地教育研究大会高知大会分科会（魚梁瀬小・中学校）

文化の日

第１２回ゆずはじまる祭

職場体験学習（馬路、魚梁瀬中学校　～１０日まで）
有害物収集
安芸郡西ブロック研修会（馬路保育所）
乳児健診（田野町保健センター）１３：３０～
千本山登山（魚梁瀬小学校）

古紙収集（魚梁瀬）

「昭和のうた」コンサート（馬路体育館）１８：３０～

魚梁瀬秋の観光ツアー

リサイクル収集・第2回馬路式お弁当の日

中芸地区音楽発表会（田野町ふれあいセンター）

ゆず取りボランティア（馬路中学校）

１歳６カ月児健診・３歳児健診（田野町保健センター）１３：３０～

勤労感謝の日

古紙収集（馬路）

総合避難訓練（馬路・魚梁瀬保育所）
リサイクル収集

０

０

10　　月 11　　月

馬路村特別村民 １０,６５４人
（９月３０日現在）

第9回高知県中学校
新人野球大会
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接
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に
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に
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今
回
の
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今
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度
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の
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診
の
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案
内
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す
の
で
、
こ
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会
に
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だ
さ
い
。
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す
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で
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で
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！
マ
ッ
チ
ン

グ
」
に
よ
る
、
結
婚
へ
の

支
援
を
希
望
す
る
独
身
の

方
へ
出
会
い
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内

３
カ
所
に
設
け
ら
れ
た

「
高
知
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
で
、
お
会
い

し
た
い
相
手
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
閲
覧
、
お
見
合
い
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

・
こ
う
ち
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
【
高
知
】

高
知
市
駅
前
町
５‐

５

大
同
生
命
高
知
ビ
ル
２
F

℡
０
８
８‐

８
２
１‐

８

０
８
１

・
こ
う
ち
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
【
安
芸
】

安
芸
市
本
町
３
丁
目
11‐

５

安
芸
商
工
会
館
１
F

℡
０
８
８
７‐

３
７‐

９

１
９
１

献
血
の
お
知
ら
せ

　
輸
血
用
の
血
液
は
、
ま
だ
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ま
た
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
輸
血
に
必
要
な
血
液
を
、
い
つ
で
も

十
分
に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え
ず
誰
か
の
血
液
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
献
血
に
か
か
る
時
間
は
、
受
付
か
ら
採

血
後
の
休
憩
ま
で
30
分
〜
40
分
で
す
。
そ
の
わ
ず
か
な
時
間

に
よ
っ
て
、
大
切
な
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
：
平
成
29
年
10
月
26
日
（
木
）

        

10
時
30
分
〜
12
時

場
所
：
馬
路
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
前

い
ら
な
く
な
っ
た
携
帯
電
話
が

 

メ
ダ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

　
2020
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
入
賞
メ
ダ

ル
に
、
不
要
に
な
っ
た
小
型
家
電
に
含
ま
れ
る

金
・
銀
・
銅
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
東
京
2020
組
織
委
員
会
が
主
催
す
る
こ
の
取
り

組
み
に
、
全
国
の
自
治
体
が
協
力
し
て
お
り
、

馬
路
村
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
健
康
福
祉
課
カ
ウ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
回
収
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
一
度
回
収
し
た
携
帯
電
話
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
本
体
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
は
、
ご

自
分
で
消
去
し
て
か
ら
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

お知らせお知らせ

特定健診・いきいき100歳健診
肺がん検診・肝炎ウイルス検診

大腸がん容器回収
胃がん検診

８：30～11：00
11月26日
(日) 8：30～10：00

８：30～11：00
13：00～14：00

11月27日
(月)

【変更日】
8：30～10：00
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記

　10
月
に
入
り
朝
晩
が
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
秋
と
い
え
ば
、

「
読
書
の
秋
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」
、
「
食
欲
の
秋
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な

秋
を
想
像
さ
れ
ま
す
か
？
僕
は
や

っ
ぱ
り
「
食
欲
の
秋
」
で
す
ね
。

サ
ン
マ
や
鍋
な
ど
冬
に
向
け
て
大

好
き
な
ポ
ン
酢
の
機
会
が
多
く
て

う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
。
ま
す
ま

す
体
重
に
拍
車
が
か
か
り
そ
う
で

す
・
・
・
。

　
　

（
安
）
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13～17日 半熟たまご塾in馬路　

15日 馬路納涼祭

24日 人形劇「だいだらぼっち」とらまる人形劇団 

  （就業改善センター）

30日 ペットボトルロケット教室

  ヘルスメイトの「やさいの日」キャンペーン

  （Ａコープ馬路店）

8月

9月

5～6日 スカッシュバレーボール大会（馬路地区）

12日 平成29年度馬路村敬老会（魚梁瀬地区）

13日 平成29年度馬路村敬老会（馬路地区）

18日 馬路保・小・中合同運動会

23日 魚梁瀬保・小・中合同運動会

　魚梁瀬地区和田山において、
今回で搬出が最後となる天然の
魚梁瀬杉の伐採が行われました。
（関連記事は2ページに掲載）

天然魚梁瀬杉最後の伐採


